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ロジスチック成長
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競争方程式
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競争方程式の平衡点
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４つの場合
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種1が勝ち、種２は絶滅
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種２が勝ち、種１は絶滅
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条件次第でどちらかが勝つ
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2種が共存する条件
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ススキとハンノキの共生

教科書 図5-3 ダイズとギニアグラスの相利関係を参照のこと



相利共生の場合
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上の方程式は相利関係にある2種の個体数の変化を記述してい
る。この方程式を用いて、相利関係にある2種が共存する条件に

ついて、グラフを書いて説明しなさい。



実際にグラフを書いてみよう

演習時間：7分間



相利関係の下では共に増える
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２つの場合
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人口爆発が起きる
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2種が共存する
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応用問題：片利共生の場合
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種１は種２を抑圧するが、種２は種１に対して利益を与える。
このような2種は共存できるか？



2種は必ず共存する
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片利共生の例：着生



これまでの説明で無視した要因

• 空間的な環境の変化

– 生息場所の不均一性

• 植物：光・水分・栄養分など

• 動物：餌・温度・営巣場所など

• 時間的な環境の変化

– 遷移・・・より競争的な種の進入、植生の安定化

– かく乱・・・より分散力の高い種の進入



空間的な環境の変化



ギャップ



ニッチ niche
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ツルラン

ニッチモデルの例
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樹木の３つの生き方（ニッチ）
高木：競争戦略 低木：ストレス耐性戦略

ギャップ種：かく乱依存戦略



高木の多様性の謎

たくさんの競争戦略者が共存しているのはなぜか？



高木の多様性：クスノキ科の例

• 同じ標高帯にたくさんの類似種が生えている

Machilus thunbergii 1 1 1 1 1 1
Machilus japonica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Neolitzea sericea 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Neolitsea aciculata 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Cinnamomum camphora 1 1
Cinnamomum tenuifolium 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Litzea cubeba 1
Litzea acuminata 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
Lindera erythrocarpa 1 1 1 1 1 1 1 1

100m 1400m

標高の勾配
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クスノキ科8種の垂直分布と開花期
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近縁種間の標高と開花期の違い
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レポート課題

• 以下の中から一つ（以上）を選び、説明する

– 相利共生と片利共生

– 樹木の多様性

• その内容についてコメントを書く

提出先：教務掛レポートボックス
提出期限：12月5日10時30分


